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感
染
症
対
策

問
　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
双

方
の
検
査
に
つ
い
て
、
国
が
求
め

る
体
制
整
備
を
ど
の
よ
う
に
構
築

す
る
の
か
伺
い
ま
す
。

答
　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
検
査

件
数
が
多
か
っ
た
平
成
29
年

度
に
は
、
流
行
期
に
全
国
で
１
日

当
た
り
30
万
件
程
度
の
検
査
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
国
で
は
そ
の
う
ち

約
20
万
件
の
陰
性
患
者
に
対
し
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

検
査
を
想
定
し
て
お
り
、
本
県
人

口
で
換
算
す
る
と
、
１
日
平
均

２
０
０
０
件
程
度
の
検
査
需
要
が

発
生
す
る
見
込
み
で
す
。

　
検
査
需
要
の
見
込
み
は
今
後
精

査
す
る
も
の
の
、
感
染
が
疑
わ
れ

る
人
を
地
域
の
身
近
な
医
療
機
関

に
お
い
て
、
相
談
か
ら
受
診
・
検

査
ま
で
ス
ム
ー
ズ
に
つ
な
ぎ
、
迅

速
に
判
定
す
る
体
制
整
備
が
必
要

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
９
月
10
日
に

「
外
来
診
療
・
検
査
体
制
の
見
直

し
と
更
な
る
拡
充
に
向
け
て
」
と

し
て
、
方
針
を
示
し
ま
し
た
。

　
こ
の
方
針
に
基
づ
き
、
10
月
中

を
目
途
に
診
療
所
等
で
の
診
療
・

検
査
体
制
整
備
を
進
め
、
検
査
を

行
う
診
療
所
等
を
「
診
療
・
検
査

医
療
機
関
」
と
し
て
指
定
し
ま
す
。

　
多
く
の
診
療
所
等
に
ご
協
力
い

た
だ
く
た
め
、
国
に
お
い
て
は
、

「
診
療
・
検
査
医
療
機
関
」
の
安

全
・
安
心
な
環
境
整
備
の
た
め
の

外
来
診
療
・
検
査
体
制
確
保
に
要

す
る
費
用
の
補
助
や
、
個
人
防
護

具
の
無
償
配
布
を
さ
れ
る
予
定
で

す
。
県
で
も
ゾ※

１

ー
ニ
ン
グ
等
に
必

要
な
設
備
へ
の
補
助
を
行
い
、
万

が
一
、
医
師
等
が
感
染
し
休
業
を

余
儀
な
く
さ
れ
た
場
合
の
対
応
策

も
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

観
光
振
興

問

　コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
観
光

関
連
産
業
へ
の
影
響
と
、
観

光
交
流
振
興
指
針
の
練
り
直
し
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答
　
各
業
界
団
体
に
よ
る
と
、

Ｇ
ｏ
Ｔ
o
ト
ラ
ベ
ル
や
「
今

こ
そ
滋
賀
を
旅
し
よ
う
」
事
業
の

効
果
も
あ
り
、
個
人
宿
泊
客
が
対

前
年
比
６
割
程
度
ま
で
盛
り
返
し

た
宿
泊
施
設
や
、
対
前
年
比
８
割

程
度
の
稼
働
率
を
保
つ
観
光
施
設

も
あ
る
が
、
団
体
宿
泊
客
の
利
用

は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
観
光
バ
ス
の

利
用
は
対
前
年
比
１
割
未
満
、
湖

上
遊
覧
船
も
３
、４
割
程
度
に
と

ど
ま
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
食
品

販
売
業
者
や
レ
ス
ト
ラ
ン
は
売
上

も
厳
し
い
状
況
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
一
部
の
事
業
者

で
は
回
復
が
み
ら
れ
る
も
の
の
、

全
体
と
し
て
は
か
つ
て
な
い
厳
し

い
状
況
に
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま

す
。

　
こ
の
た
め
、
琵
琶
湖
の
ア
ク
テ

ィ
ビ
テ
ィ
や
滋
賀
の
食
文
化
な
ど
、

コ
ロ
ナ
禍
で
改
め
て
注
目
さ
れ
て

い
る
観
光
資
源
を
再
発
見
し
て
情

報
発
信
を
行
う
こ
と
や
、
ワ※

２

ー
ケ

ー
シ
ョ
ン
な
ど
新
し
い
視
点
で
の

観
光
資
源
開
発
も
必
要
で
す
。
加

え
て
、
近
場
で
観
光
を
楽
し
む
志

向
の
強
ま
り
か
ら
、
県
内
は
も
と

よ
り
、
関
西
圏
・
中
京
圏
・
北
陸

圏
等
か
ら
の
誘
客
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
視
点
を
盛
り
込
み
、

令
和
４
年
度
が
終
期
の
『「
健
康

し
が
」
ツ
ー
リ
ズ
ム
ビ
ジ
ョ
ン
』

の
改
定
を
１
年
前
倒
し
し
、
今
年

度
か
ら
検
討
を
行
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ

問

　２
０
２
４
年
で
内
定
を
し

て
い
た
「
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大

会
・
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大

会
」
の
１
年
延
期
の
要
請
を
受
け

入
れ
る
決
断
を
さ
れ
た
が
、
開
催

時
期
の
変
更
に
伴
う
ロ
ー
ド
マ
ッ

プ
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答
　
宿
泊
、
輸
送
・
交
通
、
式

典
等
の
業
務
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

を
見
直
す
と
と
も
に
、
両
大
会
の

会
期
を
改
め
て
検
討
し
ま
す
。
併

せ
て
、
感
染
症
対
策
に
つ
い
て
も
、

来
年
開
催
予
定
の
三
重
県
の
取
組

状
況
を
踏
ま
え
て
検
討
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
市
町
や

競
技
団
体
等
の
皆
様
の
準
備
に
も

影
響
が
生
じ
ま
す
が
、
密
に
連
携

を
図
り
、
今
後
の
準
備
に
万
全
を

期
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
選

手
の
強
化
に
つ
い
て
は
、
年
度
内

を
目
途
に
競
技
力
向
上
基
本
計
画

を
見
直
す
と
と
も
に
、
競
技
団
体

と
連
携
の
上
、
競
技
ご
と
の
強
化

計
画
を
再
構
築
し
、
層
の
厚
い
選

手
強
化
に
つ
な
が
る
よ
う
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
準
備
期
間
が
延
び
る
こ
と
を
前

向
き
に
捉
え
、
大
会
の
愛
称
で
あ

る
「
わ
た
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｇ
Ａ
（
し
が
）

輝
く
国
ス
ポ
・
障
ス
ポ
」
の
と
お

り
、
大
会
に
関
わ
る
全
て
の
人
々

が
主
役
と
し
て
光
り
輝
き
、
夢
や

感
動
、
連
帯
感
を
共
有
で
き
る
大

会
に
し
て
ま
い
り
ま
す
。

福
祉
政
策

問

　「滋
賀
県
障
害
者
差
別
の

な
い
共
生
社
会
づ
く
り
条

例
」
の
施
行
か
ら
１
年
経
過
す
る

に
当
た
り
、
そ
の
成
果
と
こ
の
条

例
の
理
念
の
県
民
へ
の
浸
透
の
状

況
お
よ
び
今
後
の
展
開
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

答
　
昨
年
度
１
年
間
に
障
害
福

祉
課
で
受
け
付
け
た
障
害
者

差
別
に
関
す
る
相
談
は
85
件
で
あ

り
、
前
年
度
の
16
件
か
ら
大
幅
に

増
加
し
ま
し
た
が
、
こ
の
こ
と
は

条
例
の
施
行
に
よ
り
、
障
害
者
差

別
に
関
す
る
意
識
の
高
ま
り
等
が
、

相
談
件
数
の
増
加
と
し
て
現
れ
た

も
の
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
昨
年
７
月
に
県
内
２
か

所
で
開
催
し
た
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
は

約
２
５
０
名
も
の
方
に
ご
参
加
い

た
だ
く
と
と
も
に
、
条
例
の
内
容

用語解説 ※１「ゾーニング」・・・感染症患者の入院病棟において、病原体によって汚染されている区域と汚染されていない区域を区分けすること。
※２「ワーケーション」・・・仕事（ワーク）と休暇（バケーション）を組み合わせた造語で、観光地などで休暇を楽しみながら働くこと。

（
裏
面
に
続
き
ま
す
）

　９月定例会議では、新型コロナウイルス感染症対応経費や全国各
地で大きな被害をもたらした７月豪雨に伴う災害復旧工事、（仮称）
草津市立プール整備への支援の経費など、総額約641億3,200万円を
追加する「令和２年度滋賀県一般会計補正予算（第７号）」や、新型
コロナウイルス感染症対応経費のうち、特に、生活福祉資金貸付金
の事業期間の延長、病床確保に係る補助基準額の引き上げに伴う経
費や診療所の医師等が感染して休業することとなった場合の支援制

度の創設に係る経費など、総額約89億6,800万円を追加する「令和２
年度滋賀県一般会計補正予算（第８号）」など知事提出議案29件と議
員提出議案７件が上程されました。
　各委員会では、付託された各議案、請願その他所管事項について
審議等を行い、新型コロナウイルス感染症対応については、季節性
インフルエンザとの同時流行が懸念され、限られた資源の中で県民
の安全・安心確保のために最大限の対策を講じること、また差別や
偏見が社会問題化している中で、子どもたちが人権に対する学びを
深められるよう学校現場での人権教育の一層の充実に努めること等
の意見が出されました。
　これらの審議の結果、意見書案２件を否決したほか、決算特別委
員会を設置して休会中に審査することとした令和元年度滋賀県歳入
歳出決算の認定議案等を除き、いずれも原案のとおり可決しました。

9月定例会議の概要
９月15日～10月９日の25日間９月15日～10月９日の25日間

外
来
診
療
・
検
査
体
制
確
保
に
要

９
月
定
例
会
議
に
お
け
る

 

質
疑・一
般
質
問
か
ら

琵琶湖のアクティビティの例



こ
の
印
刷
物
は
古
紙
パ
ル
プ
を
配
合
し
て
い
ま
す

滋賀県議会では、県民の皆さんに議会の活動を一層御理解いただくため、わかりやすい広報紙づくりに努めています。滋賀県議会だよりに関する御意見は下記までお寄せください。
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９月定例会議で審議した意見書

９月定例会議で採択した請願

番　号 件　　　名 結果
意見書第14号 コロナ禍における緊急の経済対策として消費税率の引下げを求める

意見書案
否決

意見書第15号 介護保険制度改定の中止を求める意見書案 否決
意見書第16号 核兵器禁止条約の署名・批准に向けた建設的な議論を求める意見書

案
可決

意見書第17号 新型コロナウイルス感染症を踏まえた地方財政措置の拡充を求める
意見書案

可決

意見書第18号 地方行政運営に必要な財源の充実・強化を求める意見書案 可決
意見書第19号 森林の間伐等の実施の促進に関する特別措置法の延長等を求める意

見書案
可決

意見書第20号 地域の医療機関に対する経営支援の拡充・継続を求める意見書案 可決

議案番号 件　　　名 結果
（知事提出）

議第124号～議第128号 令和２年度滋賀県一般会計補正予算（第７号）　ほか４件 可決
議第129号～議第135号 滋賀県知事の権限に属する事務の処理の特例に関する条例

の一部を改正する条例案　ほか６件
可決

議第136号～議第141号 令和元年度滋賀県一般会計および各特別会計歳入歳出決算
の認定を求めることについて　ほか５件

継続
審議

議第142号～議第150号 契約の変更につき議決を求めることについて（近代美術館
改修工事）　ほか８件

可決

議第151号 令和元年度滋賀県モーターボート競走事業会計未処分利益
剰余金の処分につき議決を求めることについて

継続
審議

議第152号 令和２年度滋賀県一般会計補正予算（第８号） 可決

9月定例会議で審議した主な議案

や
「
障
害
の
社
会
モ
デ
ル
」
の
考

え
方
を
分
か
り
や
す
く
記
載
し
た

チ
ラ
シ
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成

し
て
県
民
や
事
業
所
の
皆
さ
ん
に

約
１
万
４
０
０
０
部
配
布
し
、
周

知
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
は
、
条
例
説
明
会
や
、

障
害
当
事
者
の
方
に
講
師
と
な
っ

て
い
た
だ
い
た
出
前
講
座
を
計
66

回
実
施
し
、
参
加
者
か
ら
は
「
合

理
的
配
慮
は
対
話
を
通
じ
た
合
意

形
成
が
重
要
」
で
あ
る
な
ど
の
声

が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
障
害
の
社

会
モ
デ
ル
の
考
え
方
に
立
っ
た
意

識
の
変
化
が
み
ら
れ
ま
す
。

　
現
在
、
検
討
中
の
次
期
滋
賀
県

障
害
者
プ
ラ
ン
に
お
い
て
も
、「
共

生
社
会
づ
く
り
」
を
全
て
の
施
策

の
基
盤
と
位
置
付
け
、
条
例
の
理

念
や
障
害
の
社
会
モ
デ
ル
の
考
え

方
の
一
層
の
浸
透
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

環
境
政
策

問
　
琵
琶
湖
保
全
再
生
計
画
の

改
定
に
向
け
て
、
マ
ザ
ー
レ

イ
ク
21
計
画
を
含
め
た
こ
れ
ま
で

の
評
価
や
、
琵
琶
湖
の
今
日
的
課

題
へ
の
対
応
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

に
考
え
、
新
た
な
計
画
等
の
検
討

を
進
め
て
い
る
か
伺
い
ま
す
。

答
　
琵
琶
湖
や
河
川
の
水
質
に

改
善
傾
向
が
見
ら
れ
る
一
方

で
、
在
来
魚
介
類
の
減
少
な
ど
、

生
態
系
の
課
題
は
ま
す
ま
す
複
雑

化
、
多
様
化
し
て
お
り
、
更
な
る

施
策
の
推
進
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

ま
た
、
マ
ザ
ー
レ
イ
ク
フ
ォ
ー
ラ

ム
・
び
わ
コ
ミ
会
議
な
ど
を
通
じ
、

多
様
な
主
体
の
取
組
が
進
ん
で
き

た
が
、
更
な
る
参
加
者
の
広
が
り

に
向
け
、
よ
り
多
く
の
主
体
が
琵

琶
湖
と
関
わ
り
を
持
ち
、
共
通
の

目
標
に
向
か
っ
て
行
動
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
行
政
の

施
策
に
つ
い
て
は
、
新
た
な
「
琵

琶
湖
保
全
再
生
計
画
」
に
一
元
化

す
る
一
方
、
マ
ザ
ー
レ
イ
ク
21
計

画
が
担
っ
て
き
た
多
様
な
主
体
が

参
画
す
る
仕
組
み
に
つ
い
て
は
、

行
政
の
計
画
で
は
な
い
「
新
た
な

枠
組
み
」
を
構
築
す
る
方
向
で
検

討
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
琵
琶
湖
保
全
再
生
計
画
の
改
定

に
つ
い
て
は
、
気
候
変
動
や
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
問
題
な
ど
「
新

た
な
課
題
」
へ
の
対
応
を
盛
り
込

み
、
更
に
充
実
し
た
計
画
と
な
る

よ
う
検
討
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
新
た
な
枠
組
み
の
構
築

と
し
て
は
、
ま
す
ま
す
複
雑
化
、

多
様
化
す
る
課
題
に
対
応
し
、
琵

琶
湖
を
「
守
る
」
こ
と
と
「
活い

か

す
」
こ
と
の
好
循
環
を
創
出
す
る

た
め
、
琵
琶
湖
の
保
全
再
生
に
向

け
た
い
く
つ
か
の
目
標
を
琵
琶
湖

版
Ｓ
Ｄ
Ｇ
s
と
位
置
付
け
る
「
マ

ザ
ー
レ
イ
ク
ゴ
ー
ル
ズ
」
と
し
て

掲
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
主
体
が
こ
の

目
標
の
達
成
に
向
け
た
宣
言
を
す

る
な
ど
、
琵
琶
湖
へ
の
関
わ
り
を

目
に
見
え
る
形
で
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　
来
年
度
以
降
、
琵
琶
湖
保
全
再

生
計
画
と
マ
ザ
ー
レ
イ
ク
ゴ
ー
ル

ズ
の
相
乗
効
果
に
よ
っ
て
琵
琶
湖

の
保
全
再
生
を
更
に
加
速
さ
せ
て

い
く
考
え
で
す
。

学
校
教
育

問
　
立
命
館
大
学
が
び
わ
こ
・

く
さ
つ
キ
ャ
ン
パ
ス
に
あ
る

情
報
理
工
学
部
を
大
阪
い
ば
ら
き

キ
ャ
ン
パ
ス
に
移
転
す
る
と
発
表

さ
れ
た
が
、
本
県
の
高
等
教
育
機

関
の
在
り
方
と
誘
致
、
設
置
に
つ

い
て
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

答
　
昭
和
61
年
か
ら
平
成
６
年

ま
で
、
大
学
誘
致
推
進
本
部

を
設
置
し
、
特
に
産
業
界
か
ら
要

望
の
あ
っ
た
理
工
系
学
部
を
中
心

に
積
極
的
な
大
学
誘
致
活
動
を
行

っ
て
き
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
現
在
で
は
14
大

学
・
短
期
大
学
が
立
地
す
る
に
至

り
、
人
口
あ
た
り
の
学
生
数
は
、

昭
和
63
年
度
の
全
国
47
位
か
ら
令

和
元
年
度
は
全
国
７
位
と
な
り
、

人
材
の
育
成
や
県
内
産
業
の
活
性

化
、
さ
ら
に
は
活
力
あ
る
地
域
づ

く
り
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
若
年
人
口
の
減
少
や

求
め
ら
れ
る
人
材
や
研
究
な
ど
の

変
化
の
動
き
も
踏
ま
え
、
県
内
大

学
等
と
連
携
し
て
、
地
域
課
題
の

解
決
に
引
き
続
き
取
り
組
む
と
と

も
に
、
新
た
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
で

き
る
高
等
専
門
人
材
育
成
の
た
め
、

高
等
専
門
学
校
の
設
置
も
選
択
肢

の
一
つ
と
し
て
検
討
を
行
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

県
政
運
営

問
　
県
の
責
務
と
し
て
、
行
政

の
デ
ジ
タ
ル
政
策
の
実
現
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答
　
政
府
の
骨
太
の
方
針
２
０

２
０
で
は
、
デ
ジ
タ
ル
化
へ

の
集
中
投
資
に
よ
る
次
世
代
型
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
強
力
な
推
進
が
掲

げ
ら
れ
、
行
政
手
続
の
オ
ン
ラ
イ

ン
化
、
ワ※

３

ン
ス
ト
ッ
プ
・
ワ
ン
ス

オ
ン
リ
ー
化
等
を
抜
本
的
に
進
め

る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
に
お
い
て
は
、

人
流
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
分
析
し
、

外
出
自
粛
の
呼
び
掛
け
や
そ
の
効

果
の
検
証
に
活
用
し
た
が
、
こ
う

し
た
デ
ー
タ
を
蓄
積
・
分
析
し
、

さ
ら
に
観
光
や
交
通
分
野
等
幅
広

く
活
用
す
る
こ
と
も
、
デ
ジ
タ
ル

政
策
の
一
つ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
行
政
手
続
の
オ
ン
ラ
イ

ン
化
に
つ
い
て
は
、「
ス
マ
ー
ト

自
治
体
滋
賀
モ
デ
ル
研
究
会
」
で

の
検
討
を
踏
ま
え
、
県
と
14
市
町

が
共
同
で
、
結
婚
な
ど
の
ラ
イ
フ

イ
ベ
ン
ト
に
応
じ
て
必
要
な
手
続

を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
で
行
え
る
仕
組
み
の
構
築

を
目
指
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
を
機
会
に
、
行
政

の
デ
ジ
タ
ル
化
の
ニ
ー
ズ
の
飛
躍

的
な
高
ま
り
が
見
込
ま
れ
る
こ
と

か
ら
、
国
の
動
き
も
見
据
え
、
市

町
と
も
連
携
し
、
よ
り
積
極
的
に

取
組
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

議会からのお知らせ

●議員の辞職
　生田邦夫議員（自由民主党滋賀県議会議員団）から辞職願が提出され、
９月15日の本会議において辞職が許可されました。

●決算特別委員会の設置
　令和元年度滋賀県歳入歳出決算の認定議案を審査するため、決算特別委
員会が設置され、10月19日から５日間にわたって審査が行われています。
　委員長：奥村　芳正　　副委員長：山本　正
　委　員：  本田　秀樹、柴田　清行、清水ひとみ、小川　泰江、黄野瀬明子、

田中松太郎、桑野　　仁、加藤　誠一、竹村　　健、目片　信悟、
清水　鉄次、冨波　義明、中沢　啓子

●滋賀県議会ホームページ、Twitter（ツイッター）
　本会議や委員会の開催情報、議会の仕組み、議員の紹介、
会議録など、県議会の最新の情報を随時掲載しています。
　また、本会議の模様はライブ中継と録画配信もしてい
ます。
（※スマートフォン等でも御覧いただけます。）
滋賀県議会ホームページ https://www.shigaken-gikai.jp/
滋賀県議会ツイッター （アカウント名　@shigakengikai）

　滋賀県議会から、令和２年７月豪雨により大きな被害を
受けた熊本県に対し、10万円の見舞金を贈呈しました。

用語解説 ※３「ワンストップ・ワンスオンリー」・・・ 一か所で全ての関連サービスが実現し、一度提出した資料は、二度提出する必要がない仕組み。

● 授業料減免と遠隔授業の改善等、すべての学生が安心して学べるように教育環
境整備の財政措置を求めることについて
● 気候非常事態宣言と着実な目標達成をめざす政策をすすめる請願について

熊本県議会に
見舞金を贈呈

琵琶湖を守る取組例
（シジミ等の生息環境改善のための湖底耕うん）

滋賀県障害者差別のない共生社会づくり条例
フォーラムの様子


